



















































































床上0．1m気温 23．6℃ 27．9℃ 31．6℃
床上1．1m気温 28．1℃ 32．2℃
床上2．Om気温 25．2℃ 28．4℃ 32．9℃
グローブ温度 25．0℃ 28．4℃32．3℃，
相対湿度 49．6％ 45．4％ 43．4％
3．2生理・心理反応の概要
3．2．1生理反応
　設定条件24℃、28℃、32℃の実験における舌下温，平均皮膚温（MST），および各部位
の皮膚温について，被験者8名の平均値を算出したものを、図3・1に示す。
　図より、深部体温である舌下温については実験条件による差は認められず、24℃・32℃
程度の温熱環境条件においては体内温の変化はなく、人体熱収支上の熱的な平衡が保たれ
ていたものと考えられる。また、実験開始前後に測定した体重減少量においても、その平
均値は設定温度24℃で90．Og／h、28℃で105．9g／h、32℃で92．591hとなり、全実験条件の
平均値は10091h前後で実験条件間の差は小さく、顕著な温熱性発汗などの影響はなかっ
たものと考えられる。
　次に、平均皮膚温と各部位の皮膚温にっいてみると、全体的には環境設定条件が32℃か
ら24℃へと寒冷となるに従い、各部位の皮膚温は低くなる傾向が見受けられる。平均皮膚
温は，24℃の実験条件で32．3℃，32℃の実験条件で35．1℃となり，28℃の温熱的中立条
件での33．4℃と比較し1～2℃程度の違いが生じた。平均皮膚温は人体各部位の皮膚表面
温度の重み付けにより算出されることから，環境条件の違いにより人体各部位の皮膚温に
変化が生じていると考えられる。
　人体各部位の皮膚温にっいてみると，実験条件による違いが比較的小さい部位としては、
額・左胸・右腹・腸骨櫛・大腿前がある。これらの部位は体幹部あるいはこれに近い部位
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の内、筋肉・脂肪などの体組織が厚い部位であり、そのため熱環境条件の影響を受け難い
ものと考えられる。一方、実験条件による違いが比較的顕著である部位は、前縛外・手背・
足背がある。これらの部位｝ま、体肢部位の内、末梢に近い部分であり、熱環境の影響を受
けやすいものと考えられる。特に、・末梢部の手背・足背では，32℃の暑熱条件に比べ24℃
条件での皮膚温への影響が顕著であり，28℃条件と比較し手背で約3．5℃，足背で約3．6℃
の皮膚温の低下が認められた。
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舌下温　MST　　額　　左胸　右腹　肩押棘腸骨櫛前鱒外　手背　大腿前大腿後下腿前下腿後　足背
図3・1実験条件毎の舌下温，平均皮膚温，および人体各部位の皮膚温
3．2．2心理反応
　設定条件24℃、28℃、32℃における全
身・上半身・下半身の温冷感申告に対する
を算出したものを，図3・2から図3・4に示
す。
　図より、全体的には全身，上半身，下半
身の温冷感申告の傾向は同様な結果を示し，
28℃の温熱的中立条件では被験者評点の
平均値は0付近の「暑くも寒くもない」
常に暑いとの申告，24℃条件では評点・3
付近の「非常に寒い」との申告を示した。
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図3－2実験条件間の全身温冷感の比較
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図3－3実験条件間の上半身温冷感の比較
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図3－4実験条件間の下半身温冷感の比較
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3．3舌下温・皮膚温と気温の関係
　温熱環境条件の違いによる人体各部位の皮膚温への影響を明らかにするため，舌下温，
平均皮膚温，および体幹部（額，右腹），体肢部（手背，足背）の皮膚温と床上1．1mの気
温との関係を，図3・5から図3・7に示す。
　舌下温と平均皮膚温では，舌下温は気温との関係は認められないが，平均皮膚温は気温　　、
と高い相関を示した。同様に体肢部の手背と足背においても気温との相関が認められた。
一方，体幹部の額と右腹では平均皮膚温や手背・足背に比べ気温との相関は低い値を示し
た。この様なことから，4℃程度の気温の違いによる人体皮膚温への影響は体幹部よりも
体肢部において大きく現われ，このことが人体全体としての平均皮膚温への影響となって
現われるものと考えられる。
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図3－5舌下温，平均皮膚温と気温の関係
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　図3－6額，右腹部の皮膚温と気温の関係
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日3．4気温・皮膚温と温冷感の関係
　環境条件の気温，および生理反応の皮膚温と心理反応の全身温冷感との関係について明
らかにするため，床上1．1m気温，平均皮膚温，および体幹部（額，右腹），体肢部（手背，
足背）の皮膚温と全身温冷感の評点との関係を，図3・8から図3・10に示す。
　図より，全身温冷感と高い相関を示すものは，気温，平均皮膚温，手背，足背であり，
逆に相関の低いものは額と右腹であった。このことから，気温，平均皮膚温とともに手背，
足背の体肢部位の皮膚温と全身温冷感との関係が推察される。
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図3－7手背，足背部の皮膚温と気温の関係
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図3－8気温，平均皮膚温と全身温冷感の関係
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図3－9額，右腹部の皮膚温と全身温冷感の関係　図3－10手背，足背部の皮膚温と全身温冷感の関係
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4．まとめ
　本研究では，気温24℃，28℃，32℃の3条件における裸体・椅座・安静時の人体生理・
心理反応への影響について報告した。実験の結果，環境条件の違いによる影響は，平均皮
膚温とともに手背，足背に代表される体肢部の部位皮膚温に現われ，心理反応の温冷感申
告においても高い相関が認められた。
　本研究を進めるにあたり，当時の県立新潟女子短期大学・生活科学科・生活科学専攻・
平成11年度卒業生，石井理奈，北嶋ひろみ，佐藤美佳，清野佳奈恵，坪谷千恵子，鳥部
愛子，西山理恵，水留潤子の諸君に多大なるご協力を頂いた。記して深謝の意を表す。
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